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臨界指数,適当な臨界振幅比,状態方程式に対するスケーリング関数などが,休系の
d (空間次元数 ), n(スピン次元数 ), o(ポテンシャル ･レンジのパラメーター )
だけによるという性質は普遍性とよばれ,臨界現象を理解するための重要な概念となっ
ている｡ ところでこの性質は,磁性体の中に非磁気的な不純物が混入したランダム系に
おいても成立するのであろうか? この種の問題を取扱 う一助 として, nを解析疲続し,
厳密解のえられるn--2の場合について論じた｡
これまでに,a-- 2の場合を扱った仕事として Balian-Toulouse, Fisher, Knops,
Abe･Hatanoなどの論文がある｡ 重要な点は, n--2のとき,臨界指数がガウス模型
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